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地名の由来　大月市の地名　井上　豊

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

九
九
【　

ヨ
ビ
ワ
ド　

】

　

深
い
谷
を
越
え
て
、
互

い
に
安
否
を
確
か
め
合
う

た
め
に
呼
び
合
う
と
こ
ろ

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
呼

ぶ
子
鳥
（
カ
ッ
コ
ウ
）
に

も
通
じ
よ
う
。

　

呼
ワ
戸
（
新
倉
）

一
〇
〇
【　

フ
ク
ジ
ュ　

】

　
　
　

【　

フ
ク
チ　

】

「
甲
斐
国
志
」
古
跡
の
部

に
、
福
地
郷
の
記
載
が
あ

る
。
そ
の
中
に
、
福
地
郷

ハ
鳥
沢
辺
左
右
ノ
村
落
コ

レ
ナ
リ
。
上
鳥
沢
ノ
南
ニ

一
弧
丘
ア
リ
。

上
ニ
小
祠
ヲ
置
ク
。
福
地

権
現
ト
称
ス
。
蓋
シ
郷
中

鎮
守
ノ
神
祠
ナ
ル
ベ
シ
。

里
人
今
七
福
神
ノ
祠
ト
シ

福
寿
権
現
ト
唱
ウ
。
と
あ

り
、
福
寿
権
現
が
祭
ら
れ

た
こ
と
に
よ
る
地
名
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

福
寿
・
福
地
（
鳥
沢
）

付
録
一
【
長
い
地
名
】

　

大
部
分
の
地
名
は
漢
字

の
二
語
か
三
語
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
短
い
地
名
は
一

語
で
あ
る
。
次
の
十
三
で

あ
る
。

向
、
原
（
笹
子
）
・
堰
、
西
、

原
（
初
狩
）
・
林
、
佃

（
真
木
）
・
平
（
浅
川
）
・

佃
、
堀
（
藤
崎
）
・
塚
、

原
（
小
沢
）
・
岩
、
脇

（
小
篠
）
・
腰
、
峯
（
綱

ノ
上
）

二
語
の
地
名
は
六
一
四
で

最
多
、
三
語
の
地
名
は
四

九
五
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
長
い
地
名
で
あ

る
が
、
奈
良
子
や
殿
上
地

区
に
多
く
見
ら
れ
る
。　

「
日
本
地
名
辞
典
」
で
は

「
日
向
菖
蒲
ニ
ッ
石
向
」

（
ひ
な
た
し
ょ
う
ぶ
ふ
た

つ
い
し
む
か
い
）
（
殿

上
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
「
大
月
市
地
名
宝
典

」
に
よ
れ
ば
、
「
日
向
菖

蒲
」
、
「
ニ
ッ
石
」
と
近

く
で
は
あ
る
が
別
れ
て
い

る
の
で
、
最
長
の
地
名
で

は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

最
も
長
い
地
名
は
、
平

仮
名
、
片
仮
名
ま
じ
り
で
、

「
お
く
さ
ん
ニ
カ
イ
谷
」

（
写
真
前
号
）
、
「
お
く

さ
ん
穴
あ
き
」
、
「
お
く

さ
ん
用
沢
入
」
（
奈
良

子
）
、
「
サ
ル
ワ
タ
リ
道

上
」
（
宮
谷
）
な
ど
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　

二
【　

き
れ
い
な
地
名　

】

　

地
名
に
は
様
々
な
言
葉

と
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。

中
に
は
情
緒
的
で
文
学
的

な
地
名
も
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

日
向
菖
蒲
（
ひ
な
た
し

よ
う
ぶ
）
（
殿
上
）
・
日

影
紫
（
小
沢
）
・
西
明
月

（
に
し
め
い
げ
つ
）
（
鳥

沢
）
・
花
折
（
花
咲
）

三
【
現
在
と
違
う
表
記
】

　

現
在
地
域
で
呼
ば
れ
､

表
記
さ
れ
て
い
る
地
名
と

異
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ

れ
は
「
日
本
地
名
大
辞
典

」
の
作
成
時
点
で
の
誤
り

と
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
賑
岡
町
の
場

合
で
あ
る
が
、
奥
山
の
地

名
で
、
「
下
川
」
を
「
シ

モ
ノ
カ
ワ
」
と
し
て
い
る

が
こ
れ
は
「
シ
タ
カ
ワ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た

畑
倉
地
区
の
「
新
宮
」
は

「
ジ
ン
グ
ウ
」
と
呼
称
さ

れ
て
い
る
の
が
「
ニ
イ
ミ

ヤ
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
誤
り
は
他
に

も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

四
【
カ
イ
ト
の
文
字
と

　
　
　
　
　
　
　

読
み
】

　

カ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、

Ｎ
ｏ
・
一
八
で
取
り
上
げ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
使

わ
れ
て
い
る
文
字
と
そ
の

読
み
に
つ
い
て
調
べ
て
み

よ
う
。

　

（
ア
）
海
戸
…
六
郎
海

戸
（
ろ
く
ろ
う
か
い
ど
）

（
笹
子
）
・
西
海
戸
（
に

し
う
み
ど
）
（
淺
川
）
・

北
海
戸
（
き
た
か
い
と
）

（
瀬
戸
）

　

（
イ
）
垣
外
…
大
垣
外

（
お
お
が
き
そ
と
）
（
笹

子
）　

　

（
ウ
）
海
道
…
法
利
海

道
（
ほ
う
り
か
い
ど
う
）

（
初
狩
）

　

（
エ
）
外
戸
…
西
輪
外

戸
（
に
し
わ
か
い
と
）

（
初
狩
）

　

（
オ
）
飼
戸
…
中
飼
戸

（
な
か
が
い
と
）
（
宮

谷
）

　
（
カ
）
外
井
戸
…
東
外
井

戸
（
ひ
が
し
が
い
ど
）

（
鳥
沢
）

　

（
キ
）
ケ
井
戸
…
芹
ケ

井
戸
（
せ
り
が
い
ど
）
・

大
ケ
井
戸
（
お
お
が
い

ど
）
・
神
ケ
井
戸
（
か
み

が
い
ど
）
（
鳥
沢
）　

　

（
ク
）
ガ
イ
ト
…
外
ガ

イ
ト
（
初
狩
）

　

（
ケ
）
か
い
ど
…
せ
と

か
い
ど
（
駒
宮
）

　

カ
イ
ト
は
、
こ
の
よ
う

に
九
種
類
に
書
き
分
け
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
読
み

は
カ
イ
ト
、
カ
イ
ド
、
カ

イ
ド
ウ
が
主
で
あ
る
が
、

大
垣
外
（
笹
子
）
と
西
海

戸
（
淺
川
）
は
異
色
で
あ

る
。
オ
オ
（
大
）
ガ
キ

（
垣
）
ソ
ト
（
外
）
は
、

カ
イ
ト
（
垣
内
）
本
来
の

意
味
を
ふ
ま
え
た
そ
の
外

側
を
表
し
て
い
て
面
白
い
。

ニ
シ
（
西
）
ウ
ミ
ド
（
海

戸
）
は
、
地
域
の
様
子
を

知
ら
な
い
調
査
集
計
者
に

よ
る
誤
り
と
お
も
わ
れ
る
。

　

な
お
表
記
で
す
べ
て
片

仮
名
に
な
っ
て
い
る
地
区

が
林
、
割
合
多
い
の
が
浅

利
で
あ
る
。

五
【
上
の
文
字
の
用
法
】

　

「
上
」
の
文
字
が
、
市

内
の
地
名
で
ど
の
よ
う
に

用
い
ら
れ
読
ま
れ
て
い
る

か
調
べ
て
み
た
。
す
る
と

そ
こ
に
は
地
名
の
成
り
立

ち
を
知
る
鍵
が
あ
り
そ
う

で
あ
る
。
地
名
は
ま
ず
、

そ
の
地
形
の
形
状
や
特
色
、

存
在
す
る
岩
石
や
草
木
、

は
て
は
異
変
や
出
来
事
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
対

象
と
な
っ
て
成
立
し
た
約

束
ご
と
で
あ
る
。
口
か
ら

耳
へ
数
多
く
承
認
さ
れ
て

命
名
さ
れ
た
の
が
地
名
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
地
域
住

民
の
知
恵
と
思
考
の
長
く

厳
し
い
過
程
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
こ
の
「
上
」
の
文

字
の
使
わ
れ
方
の
中
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼ワ戸（新倉）

福寿（鳥沢）原（笹子）

神宮（畑倉）

花折（花咲）

中飼戸（宮谷）



大月市の地名　　井上　豊地名の由来

　

次
は
、
市
内
の
地
名
に
使

用
さ
れ
て
い
る
「
上
」
の
文

字
の
読
み
方
の
類
別
で
あ
る
。

（
ア
）
ウ
エ
…　

四
三　

上

平
（
笹
子
）
・
上
ノ
原
（
初

狩
）　

他　
　
　
　
　

（
イ
）
カ
ミ
…
三
一　

上
平

（
瀬
戸
）
・
上
林
（
鳥
沢
）

　

他  

（
ウ
）
ジ
ョ
ウ
…
四　

上
山

（
猿
橋
）
・
献
上
地
（
大

月
）　

他

（
エ
）
ア
ゲ
…
二　

上
見

（
藤
崎
）
上
山
（
塩
瀬
）　

（
オ
）
ワ
…
二　

上
平
（
真

木
）
・
上
ノ
原
（
真
木
）　

（
カ
）
ワ
ゼ
…
一　

池
ノ
上

（
真
木
）

（
キ
）
ワ
ミ
…
一　

上
向

（
淺
川
）

（
ア
）
・
（
イ
）
・
（
ウ
）
・

（
エ
）
は
、
順
当
な
使
用
頻

度
と
も
い
え
よ
う
。
（
キ
）

を
別
と
し
て
（
オ
）
・
（
カ
）

は
注
目
し
た
い
用
語
で
、
ま

だ
地
域
に
残
っ
て
い
る
古
語

の
語
幹
と
い
え
る
。
ワ
ゼ
、

ワ
デ
は
屋
号
と
し
て
も
存
在

し
て
い
る
。
（
キ
）
の
ワ
ミ

は
、
ま
た
別
の
面
白
味
を
与

え
て
く
れ
る
。
七
保
の
淺
川

地
区
は
山
を
越
え
た
向
こ
う

側
が
上
野
原
の
和
見
の
集
落

で
あ
る
。
昔
か
ら
交
流
が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
和

見
寄
り
の
地
区
が
上
向
（
和

見
向
か
い
）
と
い
う
地
名
と

し
て
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
和
見
を
「
上
」
の
文
字

に
当
て
た
古
代
人
の
知
恵
と

ユ
ー
モ
ア
を
知
る
思
い
が
す

る
地
名
で
あ
る
。　

【　

お　

わ　

り　

に　

】

　

私
の
住
ん
で
い
る
所
は
、

賑
岡
町
畑
倉
の
日
影
と
い
う

地
区
で
あ
る
。
岩
殿
山
か
ら

続
く
峰
山
と
高
之
丸
か
ら
セ

イ
メ
イ
盤
の
尾
根
、
そ
し
て

葛
野
川
を
は
さ
ん
だ
七
保
町

の
権
現
山
に
囲
ま
れ
た
小
さ

な
台
地
で
あ
る
。
フ
リ
ヤ
ド
、

竹
ノ
上
、
下
原
、
尾
尻
の
四

つ
の
字
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
私
の
家
は
下
原

と
尾
尻
が
接
す
る
頂
点
の
所

に
あ
る
。
屋
号
は
下
野
隠
居

で
あ
る
。
す
ぐ
上
の
家
の
大

家
か
ら
享
保
の
頃
隠
居
し
て

わ
が
家
は
は
じ
ま
っ
た
。
江

戸
時
代
の
後
半
、
今
か
ら
二

六
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ

る
。
私
で
十
〇
代
の
系
譜
を

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
狭

い
台
地
で
あ
る
が
、
昔
か
ら

の
小
さ
な
地
名
が
残
さ
れ
て

い
る
。
と
い
っ
て
も
、
私
く

ら
い
の
年
代
ま
で
が
知
っ
て

い
る
地
名
で
、
若
者
た
ち
に

は
記
憶
さ
れ
ず
に
消
え
て
い

く
運
命
を
も
っ
た
小
さ
な
地

名
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
た
ち

の
先
祖
が
呼
び
、
な
れ
親
し

ん
で
き
た
地
名
で
あ
る
。
例

え
ば
、
「
中
西
」
、
「
源
兵

衛
」
、
「
下
ん
沢
」
、
「
峯

」
、
「
お
諏
訪
様
」
な
ど
で

あ
る
が
、
そ
の
中
に
ガ
ン

ジ
ャ
ア
と
い
う
沢
が
あ
る
。

木
苺
の
黄
色
い
実
が
熟
し
て

い
た
少
年
の
頃
の
思
い
出
が

つ
ま
っ
た
沢
で
あ
る
。

　

こ
の
沢
に
つ
い
て
は
以
前

か
ら
気
に
な
っ
て
い
て
、
心

に
と
め
て
い
た
が
、
村
の

「
検
地
帳
」
を
見
る
に
及
ん

で
、
蟹
沢
で
あ
る
と
納
得
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
に

な
っ
て
、
私
が
書
い
た
も
の

の
中
で
、
ガ
ン
ジ
ャ
ア
は
蟹

沢
で
あ
る
と
い
う
の
に
異
論

が
で
て
き
た
。
私
よ
り
ず
っ

と
若
い
女
性
が
、
田
舎
の
母

か
ら
聞
い
た
と
い
う
話
を
思

い
出
し
た
と
い
っ
て
手
紙
を

く
れ
た
。
そ
れ
は
こ
う
だ
っ

た
。
ガ
ン
ジ
ャ
ア
の
ガ
ン
は

「
眼
」
で
、
ジ
ャ
ア
は
「
蛇

」
と
い
う
の
だ
。
大
き
な
眼

を
持
っ
た
蛇
が
い
て
そ
の
尾

が
「
尾
尻
」
と
い
う
地
名
と

し
て
残
っ
た
の
だ
と
い
う
。

そ
う
し
た
地
名
に
ま
つ
わ
る

物
語
を
小
さ
い
時
に
聞
い
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
地
名
に

ま
つ
わ
る
話
は
貴
重
で
あ
り
、

ぜ
ひ
残
し
て
お
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

　

何
と
か
一
区
切
り
を
つ
け

て
み
た
。
ま
だ
ま
だ
興
味
の

あ
る
地
名
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
同
時
に
解
明
で
き
な
い

地
名
も
数
多
く
あ
る
。
そ
し

て
現
地
調
査
を
し
て
な
い
の

で
、
誤
り
も
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
次
へ
の
捨
て
石
に
な

れ
ば
と
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
は
『
日
本

地
名
大
辞
典
』
に
載
っ
て
い

る
大
月
市
の
小
字
地
名
を
取

り
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
地

域
に
は
こ
の
小
字
の
中
に
よ

り
下
位
の
地
名
が
数
多
く
あ

り
、
そ
の
収
集
と
記
録
が
手

つ
か
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
。

本
来
な
ら
そ
ち
ら
の
方
が
大

事
で
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
順
序
と
し
て
こ
ち
ら

を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
小
字
の
小
字
が
ど
ん
ど

ん
失
わ
れ
、
忘
れ
ら
れ
て
い

く
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
の

小
字
が
中
字
で
、
こ
の
中
字

の
中
に
沢
山
の
小
字
が
存
在

し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
失
わ

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
若
者

た
ち
と
の
断
絶
が
そ
れ
を
早

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

は
畑
倉
で
あ
る
。
岩
殿
山
の

裏
側
で
、
畑
倉
の
地
番
は
こ

こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
中
の
「
日
影
」
と
い
う
地

名
が
私
と
一
番
近
く
て
親
し

い
呼
び
名
で
あ
る
。

　

こ
の
狭
い
一
握
り
の
地
域

に
も
、
前
に
あ
げ
た
よ
う
に

「
中
西
」
、
「
源
兵
衛
」
、

「
下
ん
沢
」
と
い
う
よ
う
な

小
さ
な
字
名
が
存
在
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
身
近
な
地
名

が
次
第
に
失
わ
れ
、
消
え
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
若
者
た
ち
と
の
断
絶
は
、

こ
う
し
た
小
さ
な
地
名
の
存

続
を
絶
望
的
に
し
て
い
る
こ

と
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
ま
さ

に
私
た
ち
の
先
祖
が
こ
の
地

で
、
呼
び
馴
れ
親
し
ん
で
き

た
地
名
で
あ
る
。
大
事
に
保

存
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

平
成
二
十
一
年
秋     　

　

 　
　
　

井
上　

豊

　

一
年
に
わ
た
っ
て
連
載
し

て
き
た
「
大
月
市
の
地
名
」

は
、
当
初
か
ら
百
選
と
い
う

心
積
り
で
し
た
の
で
、
こ
の

辺
で
区
切
り
を
つ
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
に
ま
と
め

た
も
の
で
し
た
が
、
日
本
ス

テ
ン
レ
ス
工
業
さ
ん
の
ご
好

意
に
よ
り
、
「
住
ま
い
ル
新

聞
」
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
訂
正
し
た
り
、
写
真

を
そ
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 　

現
地
の
調
査
は
か
な
り
困

難
を
き
わ
め
ま
し
た
が
、
写

真
撮
影
に
は
、
色
々
な
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
特
に
市
郷
土
資

料
館
の
方
々
の
ご
支
援
を
得

て
完
成
で
き
ま
し
た
こ
と
を

こ
の
場
を
か
り
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
市
内
の
地

名
に
関
心
を
も
た
れ
、
忘
れ

ら
れ
、
失
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
市
内
の
地
名
を
大
事
に

守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
き

た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

【　
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・
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・
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上向（浅川）
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